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明治グループ経営理念
私たちの使命は、「おいしさ・楽しさ」の世界を拡げ、
	 「健康・安心」への期待に応えてゆくこと。
私たちの願いは、「お客さまの気持ち」に寄り添い、
	 日々の「生活充実」に貢献すること。
私たち明治グループは、「食と健康」のプロフェッショナルとして、
常に一歩先を行く価値を創り続けます。

明治グループ経営理念

Jump!11（09-11中期経営計画） 
　明治ブランドが、「おいしい・楽しい」「健康」「安心」
というイメージで、お客さまから広く認知され、生活の
充実に貢献している。

健康事業はさらなる拡大を目指して、美容・スポー
ツ・ココア分野の深耕を最優先課題として取り組み、カ
テゴリートップを磐石なものとしている。

　菓子事業は既存カテゴリーにとらわれない、価値提案
力の強化により『菓子メーカーNo.1』の地位を確固たる
ものにしている。
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　医薬事業は感染症・中枢神経系領域に特化した新薬と
ジェネリック医薬品の融合戦略により『スペシャリティ＆
ジェネリック・ファーマ』をより強固なものとしている。

　アジア、米国を重点エリアとした海外での事業展開を
加速させ、国内と同等の売上を海外で稼ぎ出す足がかり
を築いている。

　安全・安心な商品を提供できる万全な品質保証体制を
確立し、さらに、環境配慮商品の発売等環境への配慮や
社会貢献活動に積極的に取り組むことでお客さまから強
く支持され、信頼を得ている。
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1

株主の皆様へ

株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げ
ます。
さて、当社は３月31日をもちまして、第150期事業年度を

終了いたしましたので、ここに株主レポートをお届けし、事
業の概況等をご報告申し上げます。
当社グループでは、2008年度（2009年３月期）を最終年度

とする３ヵ年の中期経営計画「DASH！08」を推進してまい
りました。最終年度にあたる本年度は、米国の金融危機に端
を発した世界的な景気減速の影響が消費低迷を加速する大変
厳しい環境下にあって、売上高は、連結・単体ともに四期連
続で過去最高を更新し、本年度の連結売上高は4,140億円を
達成いたしました。収益面では引き続く原材料価格の高騰お
よび薬価改定等の影響を受け厳しい結果となりましたが、全
体としては一定の成果を収めることができたものと考えてお
ります。当社グループとしては、これまで強化してきた成長
戦略を結実させ、次のステージへ勝ち上がることを狙いとし
て、新しい中期経営計画「Jump！11」（2009～2011年度）を
策定いたしました。この「Jump！11」のもと、当社グルー
プは、事業規模および収益の拡大に向けた取組みを推進する
とともに、本年４月の明治乳業株式会社との経営統合による
統合効果を早期に具現化することで、新生明治グループのも
と従来にも増して「成長」と「収益」の両面を追求し、さら
なる事業発展の実現に向け邁進してまいります。
菓子事業につきましては、主力ブランドを中心に売上拡大

を図るほか、スイーツ事業や新しいコンセプトの商品など、
新たな価値の創出を目指してまいります。また、ローコスト
生産とミニマムストック＆フレッシュサプライを目的とした
「MPS（明治製菓生産方式）」をさらに高い次元で昇華させ、
高品質で安全・安心な商品の生産に力を注いでまいります。
健康事業につきましては、関連市場の伸長が続いているな

かで確固たる地位を築くために、美容、スポーツ、ココア分
野を中心に引き続き事業規模の拡大を進めてまいります。特
にアミノコラーゲン、ザバス、ココア、イソジンを売上・利
益両面での四本柱として強化してまいります。飲料分野では、
資本業務提携先の株式会社ポッカコーポレーションと協働取
組を続けており、ココア飲料のヒットなど一定の成果を挙げ
ておりますが、引き続き両社で様々な商品を発売し、提携効
果の最大化を実現してまいります。また、フィットネス事業
では業界におけるトップ10以内を目指し、規模拡大を推進し

てまいります。
医薬品事業につきましては、有望な新薬の上市が予定され

るなか、感染症・中枢神経系領域に特化した新薬とジェネリ
ック医薬品の融合による「スペシャリティ＆ジェネリック・
ファーマ」体制をより強固なものにするため、医療ニーズに
沿った特徴ある製品群の品揃え強化と得意領域における営業
力強化の実施を通して売上拡大を図ってまいります。さらに、
ポートフォリオマネジメントやリソースマネジメントの活用
等により研究開発の強化に取り組んでまいります。また、農
薬事業においてはオリゼメート依存体質からの転換を進める
ため除草剤および園芸剤分野でのシェア拡大を目指し、動物
薬事業では畜水産分野を中心とした事業展開に加えコンパニ
オンアニマル分野の拡大を目指します。
海外事業につきましては、フード＆ヘルスケア事業・薬品

事業ともに、東南アジア、中国、米国を重点エリアとして引
き続き事業展開を強化し、売上高に占める海外比率を20%ま
で高めてまいります。
当社グループは、今後も社会との共生および永続的発展を

目指し、CSR活動にもグループ全体で積極的に取り組んでま
いります。特に、「品質」「コンプライアンス」「情報｣「リス
クマネジメント」「環境」「社会貢献」を重点６分野として位
置付け、公正で透明性のある経営に取り組んでまいります。
安全・安心な商品を提供できる万全な品質保証体制を確立し、
さらに環境配慮商品の発売
等、環境への配慮や社会貢
献活動に積極的に取り組
み、お客さまから強い支持
と信頼を得ることにより、
明治ブランドと企業価値の
向上へ繋げてまいります。
今後とも一層のご愛顧ご

指導を賜りますようお願い
申し上げます。

平成21年６月

代表取締役
社　　　長
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フード＆ヘルスケア事業は、原材料価格の高騰の影
響を強く受けながらも、価格改定の実施、コストダウ
ンなどの取組みを行ってきました。この結果、連結売
上高は2,977億94百万円（前期比3.3％増）となりました。

菓子事業につきま
しては、既存主力ブ
ランドの強化と新商
品展開の強化により
全体として堅調に推
移しました。チョコ
レートは、「ミルクチョコレート」がバレンタインを中
心に手作り需要を喚起する戦略が奏功し、本年１月に
過去最高の出荷を記録するなど順調に推移しました。

「きのこの山」「たけ
のこの里」はマーケ
ティング戦略の成功
により、また「ガル
ボ」は含浸製法を活
かした新商品が牽引
し、いずれも大幅に

伸長しました。ガムは、主力の「キシリッシュ」がボ
トルタイプの落込みにより全体では前期を下回りまし
た。キャンデーは、発売20周
年の「果汁グミ」が引き続き増
売となるなど、好調に推移しま
した。

事業の概況（連結）

当期は、中期経営計画「DASH！08」の最終年度であり、
計画達成に向けて、新商品開発や既存主力ブランドへの戦
略的なマーケティングの展開、重点拡大分野と定めた「健
康」「ジェネリック医薬品」「海外」への積極的な戦略投資
など、グループの力を結集し、取り組んでまいりました。
この結果、当期における連結売上高は4,140億80百万円

（前期比2.3％増）となりました。利益につきましては、コ
ストダウンおよび生産の効率化等に積極的に取り組んだも
のの、引き続く原材料高騰、大幅な薬価改定等の厳しい影
響を受け、また、円高に伴う為替差損の発生等により、経
常利益は96億８百万円（前期比17.9％減）となり、当期純
利益は、投資有価証券の評価損等により25億56百万円（前
期比59.0％減）となりました。

当社グループの事業別売上高の状況は下のグラフのとお
りであります。
なお、当期の連結子会社は、５ページに記載しておりま
す。

総売上高
4,140億80百万円
（100％）

ビル賃貸事業他
33億29百万円
（0.8％）

薬品事業
1,129億56百万円
（27.3％）

フード＆ヘルスケア事業
2,977億94百万円
（71.9％）

●売上高構成比（連結）

フード＆ヘルスケア事業フード＆ヘルスケア事業
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とも好調に推移しました。明治制果（上海）有限公司は、
ギフト商品が寄与し増売となりました。

フードクリエイト事業につきましては、前期を上回
りました。業務用食材は、製菓材（チョコレート・コ
コア関連商品）が、外食チェーン・製菓メーカー・コ
ンビニエンスストアへの積極的な商品提案により伸長
しました。食材は、農産品や缶詰、業務用カレーが好
調に推移しましたが、全体では前期を下回りました。

国内連結子会社の株式会社明治フードマテリアは、
主力の砂糖事業、糖化穀粉事業が引き続き伸長し増売
となりました。

健康事業につきましては、
選択と集中による主力ブラン
ドの強化により、全体として
順調に推移しました。健康･美
容分野では、「アミノコラーゲ
ン」は新商品の発売が寄与し、
競争激化のなか好調に推移し
ました。「ザバス」は減売とな

りましたが、「パーフェクトプラス」
は大幅に伸長し、主力ブランドに成長
しました。食品分野では、ココアは新
商品「コクがおいしいミルクココア」
が着実に露出の拡大を進め、シェアを
伸ばすなど、好調に推移しました。

OTC（一般
用医薬品）で

は、主力の「イソジンうがい
薬」が新商品も加わり、大きく
売上を伸ばしました。

海外事業につきましては、
輸出は、急激な円高の影響を
受け、前期を下回りました。輸入は、主力商品「スナ
イダーズ」の好調に加え、新規ブランドを積極的に投
入し大きく伸長しました。

米国のスタウファー・ビ
スケット社は、ウォルマー
ト向け販売が順調に推移し
たものの、円高の影響を受
け減売となりました。メイ
ジセイカ・シンガポール社
は、「ハローパンダ」など
主力品が、現地販売、輸出

■菓子事業主要製品
チョコレート（ミルクチョコレート、チョコレート効果、ブ
ラック、ハイミルク、ホワイト、ノワール、ストロベリー、
ガトーチョコレート、ガルボ、ガルボチップス、ホルン、
ショパン、メルティーキッス、ポルテ、アーモンド、マカ
ダミア、きのこの山、たけのこの里、北海道チョコポテト、
フラン、レガ、プッカ、アポロ、マーブル、チョコベビー、
プチアソート、ヤンヤンほか）、ガム（キシリッシュほか）、
キャンデー（チェルシー、ヨーグレット、ハイレモン、果
汁グミ、ぷぷるん、ポイフル、もぎもぎフルーツ、サイコ
ロキャラメルほか）、スナック（カール、北海道ポテト、ピ
ックアップほか）、ビスケット（マクビティ、コパンほか）

フード＆ヘルスケア事業フード＆ヘルスケア事業

■健康事業（一般用医薬品含む）・フードクリエイト事業主要製品
アミノコラーゲン、ザバス、カシス－ⅰ、パーフェクトプ
ラス、ローラ、コクがおいしいミルクココア、テオブロコ
コア、ハイレモンドリンク、銀座カリー、銀座ハヤシ、ま
るごと野菜、JALスープ、おでんの素、麦茶ジャーミー、
農産缶詰ほか
イソジンうがい薬、イソジンウオッシュ、明治Ｇトローチ、
かぜ薬ヘルビックＳ顆粒、ミニドリンク剤活蔘28ほか
業務用菓子･食品材料、砂糖、糖化製品ほか
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薬品事業薬品事業

て好調に推移しました。スペインのテデック-メイジ・フ
ァルマ社およびタイ・メイジ・ファーマシューティカル
社は、現地向け販売・輸出が順調に推移するも、円高
の影響で減売を余儀なくされました。東南アジアのメイ
ジ・インドネシア・ファーマシューティカル社は、円高
の影響を受けながらも現地向け販売が好調で、増売とな
りました。

　薬品事業は、昨年４月に実施された薬価改定の影響を
受けましたが、営業力の強化と徹底的なコストダウンを
推進してきました。この結果、連結売上高は1,129億56
百万円（前期比0.3％減）となりました。なお、当期より、
明治魯抗医薬有限公司を連結子会社としております。
　医療用医薬品は、主力製品の拡売努力とジェネリック
医薬品の増売などで薬価改定の
影響をカバーし、前期並みの売
上を確保しました。主力の抗菌
薬「メイアクト」および抗うつ

薬「デプロメール」は、通常の薬
価改定に加え特例引下げの対象と
なり減売となりました。一方、ジ
ェネリック医薬品は、医療動向を
見据えた取組みが奏功し、既存品

が順調に伸長しました。加えて、
カルシウム拮抗薬「アムロジ
ピン錠 明治」は、昨年７月の
発売以降好調に売上を伸ばし、
全体として大幅な増売となりま
した。さらに、一昨年下期より
万有製薬株式会社と実施している気管支喘息治療薬・
アレルギー性鼻炎治療薬「シングレア」の共同販促によ
る報酬増も売上に寄与しました。
　農薬は、いもち病および害虫の発生が少なく、競合
品の攻勢など厳しい環境のなか、主力のいもち病防除剤

「オリゼメート」が減売となり、全体で
も前期を下回りました。動物薬は、飼
料メーカー向け栄養剤やコンパニオン
アニマル用薬などが増売となりました
が、飼料原料高騰による買控えの影響
などにより家畜用薬が減売となり、全
体として前期を

下回りました。
　海外事業につきましては、主力
の「メイアクト」は、欧州を中心
に大幅に売上を伸ばし、全体とし

ビル賃貸事業他ビル賃貸事業他

主力のオフィスビル「ソ
リッドスクエア」は高入
居率を維持し、堅調に推
移しました。この結果、
ビル賃貸事業他の連結売
上高は、33億29百万円（前
期比8.6％増）となりまし
た。なお、当期より、明
治ビジネスサポート株式
会社を連結子会社として
おります。

ソリッドスクエアビル

・医療用医薬品
抗菌薬（メイアクト、ホスミシン、ハベカシン、スオー
ド、オメガシンほか)、中枢神経系用薬（抗うつ薬デプロ
メール、抗不安薬メイラックス)、その他の医療用医薬品

（外用消毒剤イソジン、アレルギー性疾患治療薬エバス
テル、抗悪性腫瘍剤テラルビシン、抗ウイルス化学療法
剤ビクロックスほか)、人体用ワクチン
・農薬　動物薬

農薬（Dr.オリゼプリンス、オリゼメート、ハービー、ア
グレプト、ジベレリンほか)、動物薬（メイポール、メイ
リッチ、アストップ、マイコバスター、マリンバンテ
ル、パナメクチンチュアブルP、ウェルメイトL3ほか)、
飼料添加物（コリスチン、セルラーゼほか）

■薬品事業主要製品
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業績の推移

連結子会社
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■１株当たり当期純利益	 （単位：円）
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149期
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0

連結 3,824 3,938 4,047 4,140
単独 2,891 2,946 3,015 3,061

■総資産・純資産	 （単位：億円）
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■純資産（連結）
■純資産（単独）

149期
（平成19年度）

150期
（平成20年度）

147期
（平成17年度）

148期
（平成18年度）

連結 16,160 12,627 11,701 9,608
単独 12,254 8,518 9,791 8,822

連結 8,678 5,480 6,240 2,556
単独 7,876 4,061 5,234 3,984

連結 22.41 14.39 16.46 6.74
単独 20.34 10.66 13.81 10.51

総資産（連結）3,482 3,515 3,486 3,308
総資産（単独）3,166 3,169 3,157 3,063
純資産（連結）1,577 1,627 1,551 1,448
純資産（単独）1,492 1,485 1,399 1,339

（備考）	1.	 �当期の当社グループの連結範囲は、上記連結子会
社26社のほかに、持分法適用会社が３社あります。

	 2.	 �上記記載のCecilia Confectionery Pte.Ltd.は、平成21
年３月31日現在清算手続中です。

株 式 会 社 明 治 フ ー ド マ テ リ ア
道 南 食 品 株 式 会 社
蔵 王 食 品 株 式 会 社
株 式 会 社 ロ ン ド
明 治 産 業 株 式 会 社
明 治 チ ュ ー イ ン ガ ム 株 式 会 社
株 式 会 社 ア ス テ カ
岡 山 県 食 品 株 式 会 社
四 国 明 治 株 式 会 社
太 洋 食 品 株 式 会 社
株 式 会 社 明 治 ス ポ ー ツ プ ラ ザ
北 里 薬 品 産 業 株 式 会 社
明 治 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト 株 式 会 社
Meiji Seika (Singapore) Pte. Ltd.（シンガポール）
Cecilia Confectionery Pte.Ltd.（シンガポール）
Five Stars Dairy Ingredients Pte.Ltd.（シンガポール）
D.F.Stauffer Biscuit Co., Inc.（米国）
Laguna Cookie Co., Inc.（米国）
明 治 制 果（ 上 海 ）有 限 公 司（中国）
明 治 制 果 食 品 工 業（上海）有 限 公 司（中国）
P.T. Meiji Indonesian Pharmaceutical Industries（インドネシア）
Thai Meiji Pharmaceutical Co., Ltd.（タイ）
Tedec-Meiji Farma S.A.（スペイン）
Mabo Farma S.A.（スペイン）
Meiji Seika Europe B.V.（オランダ）
明 治 魯 抗 医 薬 有 限 公 司（中国）
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6

連結貸借対照表
（平成21年3月31日現在）

科　目 当　期 前　期 科　目 当　期 前　期
資 産 の 部 330,878 348,609 負 債 の 部 186,024 193,498
流 動 資 産 147,174 149,550
現 金 お よ び 預 金 9,747 11,802
受取手形および売掛金 74,514 78,834
た な 卸 資 産 ─ 47,667
商 品 お よ び 製 品 31,216 ─
仕 掛 品 1,577 ─
原材料および貯蔵品 17,218 ─
繰 延 税 金 資 産 8,956 7,136
そ の 他 4,004 4,142
貸 倒 引 当 金 △� 61 △� 31

固 定 資 産 183,704 199,059
有形固定資産 145,436 145,554
建 物 お よ び 構 築 物 74,412 75,995
機械装置および運搬具 41,638 40,000
工 具 器 具 備 品 2,256 2,156
土 地 23,577 24,486
リ ー ス 資 産 1,034 ─
建 設 仮 勘 定 2,517 2,915

無形固定資産 3,683 6,078
の れ ん 1,319 2,855
そ の 他 2,364 3,223

投資その他の資産 34,583 47,426
投 資 有 価 証 券 30,948 42,827
長 期 繰 延 税 金 資 産 462 361
そ の 他 4,100 5,155
貸 倒 引 当 金 △� 928 △� 917

流 動 負 債 121,224 90,692
支払手形および買掛金 31,629 31,185
短 期 借 入 金 24,861 15,569
１ 年 以 内 償 還 社 債 20,000 ─
コマーシャルペーパー 3,000 6,000
リ ー ス 債 務 146 ─
未 払 費 用 12,654 12,506
未 払 法 人 税 等 4,157 2,982
賞 与 引 当 金 3,935 3,931
売 上 割 戻 引 当 金 5,503 5,213
そ の 他 15,335 13,304

固 定 負 債 64,800 102,805
社 債 35,000 55,000
長 期 借 入 金 8,805 21,377
リ ー ス 債 務 637 ─
長 期 繰 延 税 金 負 債 7,811 11,422
退 職 給 付 引 当 金 9,990 11,205
役員退職慰労引当金 215 236
そ の 他 2,340 3,562

純資産の部 144,854 155,111
株 主 資 本 143,543 144,087

資 本 金 28,363 28,363
資 本 剰 余 金 34,935 34,947
利 益 剰 余 金 80,280 84,306
自 己 株 式 △� 36 △� 3,530

評価・換算差額等 △� 3,658 7,171
その他有価証券評価差額金 3,114 8,631
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △� 3,781 △� 1,886
為替換算調整勘定 △� 2,990 425

少数株主持分 4,968 3,852
資 産 合 計 330,878 348,609 負債および純資産合計 330,878 348,609

（注）	1.	 有形固定資産の減価償却累計額	 234,917百万円		 228,347百万円
	 2.	 受取手形割引高	 152百万円		 99百万円
（備考）	 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）
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7

連結損益計算書
（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで）

連結キャッシュ・フロー計算書
（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで）

科　目 当　期 前　期
売 上 高 414,080 404,711
売 上 原 価 246,110 234,228
返品調整引当金戻入額 90 70

差 引 売 上 総 利 益 168,060 170,553
販 売 費 お よ び 一 般 管 理 費 157,261 157,827

営 業 利 益 10,798 12,725
営 業 外 収 益 2,352 2,962
受 取 利 息 ・ 配 当 金 790 1,044
持分法による投資利益 ─ 73
そ の 他 の 営 業 外 収 益 1,561 1,845

営 業 外 費 用 3,541 3,987
支 払 利 息 1,637 1,555
持分法による投資損失 304 ─
そ の 他 の 営 業 外 費 用 1,600 2,432
経 常 利 益 9,608 11,701

特 別 利 益 1,593 2,261
固 定 資 産 売 却 益 1,428 1,739
投 資 有 価 証 券 売 却 益 0 462
そ の 他 の 特 別 利 益 165 59

特 別 損 失 3,199 1,876
固 定 資 産 廃 棄 損 1,016 1,326
統 合 関 連 費 用 854 ─
投 資 有 価 証 券 評 価 損 693 ─
関 係 会 社 株 式 評 価 損 122 ─
製 品 回 収 費 用 105 338
そ の 他 の 特 別 損 失 408 212
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 8,002 12,086
法人税、住民税および事業税 5,041 4,383
法 人 税 等 調 整 額 △� 7 1,157
少 数 株 主 利 益 413 304
当 期 純 利 益 2,556 6,240

（注）	 １株当たり当期純利益	 ６円74銭	 16円46銭
（備考）	 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）

科　目 当　期 前　期
営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー 22,424 13,525

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー △� 16,024 △� 28,939

財 務 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー △� 9,073 12,105

現 金 お よ び
現金同等物に係る換算差額 △� 289 143

現 金 お よ び
現金同等物の増減額（減少：△） △� 2,962 △� 3,164

現 金 お よ び
現金同等物の期首残高 11,792 14,513

新規連結による現金
および現金同等物増加額 918 443

現 金 お よ び
現金同等物の期末残高 9,747 11,792

（備考）	 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）

株　　主　　資　　本 評 価 ・ 換 算 差 額 等
少数株主
持　　分

純資産
合　計資本金 資　本

剰余金
利　益
剰余金 自己株式 株主資本

合　　計
その他有価証券
評 価 差 額 金

繰延ヘッジ
損　　　益

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

前 期 末 残 高 28,363 34,947 84,306 △ 3,530 144,087 8,631 △ 1,886 425 7,171 3,852 155,111
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △� 2,653 △� 2,653 △� 2,653
在外子会社の会計処理の変更に伴う増減 △� 710 △� 710 △� 710
当 期 純 利 益 2,556 2,556 2,556
自 己 株 式 の 取 得 △� 70 △� 70 △� 70
自 己 株 式 の 処 分 △� 9 41 31 31
自 己 株 式 消 却 額 △� 2 △� 3,519 3,522 ─ ─
連結子会社の増加による剰余金増加高 301 301 301
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △� 5,517 △� 1,895 △� 3,415 △�10,829 1,116 △� 9,713

当 期 変 動 額 合 計 ― △ 12 △ 4,025 3,493 △ 544 △ 5,517 △ 1,895 △ 3,415 △ 10,829 1,116 △ 10,257
当 期 末 残 高 28,363 34,935 80,280 △ 36 143,543 3,114 △ 3,781 △ 2,990 △ 3,658 4,968 144,854

（単位：百万円）

	（備考）	 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結株主資本等変動計算書
（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで）
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8

単独貸借対照表
（平成21年3月31日現在）

科　目 当　期 前　期 科　目 当　期 前　期
資 産 の 部 306,341 315,779 負 債 の 部 172,371 175,820
流 動 資 産 126,256 123,754

現 金 ・ 預 金 5,676 4,979
受取手形および売掛金 62,417 66,437
商 品 お よ び 製 品 27,273 25,058
仕 掛 品 1,123 1,985
原 材 料および貯蔵品 14,180 12,314
繰 延 税 金 資 産 8,002 6,108
そ の 他 の 流 動 資 産 7,594 6,884
貸 倒 引 当 金 △� 12 △� 15

固 定 資 産 180,085 192,025

有形固定資産 121,715 121,961

建 物 お よ び 構 築 物 63,703 64,920
機 械 装 置 32,817 31,194
車 両 運 搬 具 80 91
工 具 器 具 備 品 1,671 1,471
土 地 20,737 21,584
リ ー ス 資 産 588 ─
建 設 仮 勘 定 2,115 2,698

無形固定資産 1,888 2,656

投資その他の資産 56,481 67,408

投 資 有 価 証 券 21,138 31,922
関 係 会 社 株 式 24,103 24,157
出 資 金 480 500
関 係 会 社 出 資 金 6,102 6,102
長 期 貸 付 金 3,787 3,937
長 期 前 払 費 用 60 ─
そ の 他 の 投 資 1,721 1,705
貸 倒 引 当 金 △� 912 △� 917

流 動 負 債 111,057 77,659
買 掛 金 26,193 24,438
短 期 借 入 金 21,003 10,263
１ 年 以 内 償 還 社 債 20,000 ─
コマーシャルペーパー 3,000 6,000
リ ー ス 債 務 123 ─
未 払 金 6,735 7,505
未 払 費 用 10,780 10,360
未 払 法 人 税 等 3,405 2,208
賞 与 引 当 金 3,367 3,411
返 品 調 整 引 当 金 180 270
売 上 割 戻 引 当 金 5,503 5,213
そ の 他 の 流 動 負 債 10,766 7,988

固 定 負 債 61,314 98,160
社 債 35,000 55,000
長 期 借 入 金 7,295 18,663
リ ー ス 債 務 495 ─
長 期 繰 延 税 金 負 債 7,531 10,752
退 職 給 付 引 当 金 8,858 10,307
役 員退職慰労引当金 186 206
長 期 未 払 金 8 ─
債務保証損失引当金 ─ 271
そ の 他 の 固 定 負 債 1,939 2,959

純資産の部 133,969 139,959
株 主 資 本 134,725 133,433

資 本 金 28,363 28,363
資 本 剰 余 金 34,935 34,947
資 本 準 備 金 34,935 34,935
そ の 他 資 本 剰 余 金 ─ 12

利 益 剰 余 金 71,463 73,651
利 益 準 備 金 7,090 7,090
そ の 他 利 益 剰 余 金 64,372 66,561
固定資産圧縮積立金 19,865 20,521
別 途 積 立 金 42,000 39,000
繰 越 利 益 剰 余 金 2,507 7,039

自 己 株 式 △� 36 △� 3,530
評価・換算差額等 △� 755 6,526

その他有価証券評価差額金 3,028 8,411
繰延ヘッジ損益 △� 3,784 △� 1,885

資 産 合 計 306,341 315,779 負債および純資産合計 306,341 315,779
（注）	1.	 有形固定資産の減価償却累計額	 209,631百万円	 203,158百万円
	 2.	 受取手形割引高	 95百万円	 99百万円
（備考）	 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）
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単独損益計算書
（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで）

（単位：百万円）

科　目 当　期 前　期
売 上 高 306,112 301,558
売 上 原 価 156,015 148,957
返品調整引当金戻入額 90 70

差 引 売 上 総 利 益 150,187 152,670
販売費および一般管理費 142,830 142,875

営 業 利 益 7,356 9,794
営 業 外 収 益 3,312 3,547
受 取 利 息 ・ 配 当 金 1,699 1,753
雑 収 入 1,612 1,793

営 業 外 費 用 1,846 3,550
支 払 利 息 1,466 1,379
雑 損 379 2,171
経 常 利 益 8,822 9,791

特 別 利 益 1,855 2,454
固 定 資 産 売 却 益 1,422 1,718
投資有価証券売却益 0 462
債務保証損失引当金戻入益 271 ─
貸 倒 引 当 金 戻 入 益 8 219
そ の 他 の 特 別 利 益 153 53

科　目 当　期 前　期
特 別 損 失 3,191 2,821
固 定 資 産 廃 棄 損 944 1,194
経 営 統 合 関 連 費 用 854 ─
投資有価証券評価損 668 0
関係会社出資金評価損 ─ 798
製 品 回 収 費 用 43 338
債務保証損失引当金繰入額 ─ 271
関係会社株式評価損 453 99
そ の 他 の 特 別 損 失 227 119
税 引 前 当 期 純 利 益 7,487 9,423
法人税、住民税および事業税 3,557 2,842
法 人 税 等 調 整 額 △� 54 1,347
当 期 純 利 益 3,984 5,234

（注）	 １株当たり当期純利益	 10円51銭	 13円81銭 （備考）	 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（備考）	 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

単独株主資本等変動計算書
（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで）

株 主 資 本 評価・換算差額等

純資産
合　計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

繰 延
ヘッジ
損　益

評価・換算
差額等合計資 本

準備金

その他
資 本
剰余金

資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

その他利益剰余金 利 益
剰余金
合 計

固 定 資 産
圧縮積立金

別 途
積立金

繰越利益
剰 余 金

前 期 末 残 高 28,363 34,935 12 34,947 7,090 20,521 39,000 7,039 73,651 △� 3,530 133,433 8,411 △� 1,885 6,526 139,959
当 期 変 動 額
剰余金の配当 △� 2,653 △� 2,653 △� 2,653 △� 2,653
固定資産圧縮
積立金積立額 693 △� 693 ─ ─ ─
固定資産圧縮
積立金取崩額 △� 1,349 1,349 ─ ─ ─
別途積立金積立額 3,000 △� 3,000 ─ ─ ─
当期純利益 3,984 3,984 3,984 3,984
自己株式の取得 △� 70 △� 70 △� 70
自己株式の処分 △� 9 △� 9 41 31 31
自己株式消却額 △� 2 △� 2 △� 3,519 △� 3,519 3,522 ─ ─
株主資本以外
の項目の当期
変動額（純額）

△� 5,383 △� 1,898 △� 7,282 △� 7,282

当期変動額合計 ― ― △� 12 △� 12 ― △� 655 3,000 △� 4,532 △� 2,188 3,493 1,292 △� 5,383 △� 1,898 △� 7,282 △� 5,989
当 期 末 残 高 28,363 34,935 ― 34,935 7,090 19,865 42,000 2,507 71,463 △� 36 134,725 3,028 △� 3,784 △� 755 133,969

（単位：百万円）
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新製品紹介

フード&ヘルスケア

●メルティーキッス ダークラム
　「口溶け」と「なめらかさ」が特徴の
メルティーキッス。
　高品質なラムの香りとチョコレートの
コクが楽しめる大人の味わいです。

　フランの原点である“ホイップ”
にこだわり、極限まで軽くふんわ
りとさせたホワイトショコラをコ
コア味のビスケット軸にたっぷり
とコートしました。 
　「フランホイップス苺」はフル
ーティな香りあふれる粒々苺ショ
コラでカバーし、「フランホイッ
プスキャラメル」は香ばしい粒々マカダミア入りのキャラメル
ミルクショコラでカバーしました。

●フランホイップス（苺、キャラメル）

●キシリッシュカラーボトル
（クリスタルミント、フルーティミント、フレッシュレモン）

●キシリッシュオレンジベルガモット
（ロングラスティング）

　息、透きとおる！W
（ダブル）で息・キレイ！
ミントリーフ＋ラッカー
ゼ配合で噛み心地とスッ
キリ感を改良。
　定番のミドルミントタ
イプのクリスタルミント、ジューシーな味わいを強めて登場の
フルーティなライトミントタイプのフルーティミントと、爽快
レモンフレーバーのフレッシュレモンの３品がオフィス、家庭、
車内に便利な、華やかに彩るカラーボトルで登場です。

　進化し続けるキシリッシュガム。全アイテ
ムの品質を見直し、従来の「息スッキリ」に
加え「味長持ち」を実現しました。
　また木村拓哉さんを起用したコミカルな
TVCMも話題となりました。
　新製品として大人のオレンジ味「オレンジ
ベルガモット」が登場し店頭を賑わしました。 木村　拓哉

　ザクザク食感！なのにチョコたっぷり！
　チョコを焼き菓子にぎゅっと染みこませ
る独自の製法で、ザクザク噛むたびにチョ
コの濃厚な味わいが広がる、新感覚のガル
ボができました。

●ガルボチップス

●カールお好み焼きあじ

●うす焼きショコラ

　和田アキ子さんプロデュースの「アッコ風
お好み焼き味」が登場！
　カールのイメージキャラクターの和田アキ
子さんがカールのお好み焼き味をプロデュー
ス。完成品を召し上がった和田さんが「これ
めっちゃウマイやん！」ともらしたおいしさ
を是非体験してください。

　亀田製菓㈱の人気商品「サラダう
す焼き」に明治製菓のチョコレート
をたっぷりコーティングさせたチョ
コレートと米菓の新しい商品です。

　じゃがいものおいしさをそのままスナックに！
　フレンチフライをイメージした櫛型のポテトス
ナックです。ノンフライならではのざっくりした
歯ごたえが楽しめます。
　皮付きポテトをイメージした焼き色とこんがり
感もリアルに再現。シンプルながら、濃厚なペッ
パーソルト味がポテトの風味を引き立てます。

●じゃがまま ペッパーソルト
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　アミコラの基本配合に「ヒアルロン酸
60mg」、「COQ10 10mg」を求められる
美容のための成分として、さらにプラス
配合した商品です。

　５粒あたり1,000mgの低分子化フィッ
シュコラーゲンを配合した、「サプリメ
ントはタブレットで摂りたい」というニ
ーズに応えた商品です。

●アミノコラーゲンプレミアム

●アミノコラーゲンタブレット

●ザバス　アミノ2000

●ザバスアクア　アセロラ風味

「大豆ペプチド」をベースとしたタブ
レットで、運動後のスムースなリカバリ
ーに必要なアミノ酸を凝縮したタブレッ
トです。

スポーツドリンク感覚で好評の「アクア」
に、ほのかな酸味が楽しめるアセロラ風味
が新登場。スポーツ時に飲みやすい爽やか
なテイストに仕上げました。

●コクがおいしいミルクココア

●コクがおいしいアイスココア

　独自の「２段ロースト製法」と「焦が
しミルク」で理想のコクと香りを追求し
たミルクココアです。

　独自の製法でカカオのコクを際立て
た、溶けやすい顆粒タイプのアイスココ
アです。体にやさしいカルシウムとビタ
ミンＤを配合しました。

●銀座カリー　チーズと舞茸

●銀座キーマカリー

　本格洋食屋仕立てのソースに、とろ
けるチーズと食感の良い舞茸をトッピ
ングした期間限定の銀座カリーです。

　洋食の技を活かし、手間をおしまず
じっくりと時間をかけて仕上げた洋食
仕立てのキーマカリーです。

　太りたくない人がカロリーをコント
ロールしながら、おいしく、おやつ感
覚で食べられる黒ごま味のダイエット
ビスケットです。

　新しい朝食のスタイルを提案す
る、食べ応えある食感の朝専用バ
ランス栄養食品です。一日の始ま
りにお勧めのブドウ糖とカフェインを配合しました。

　牛乳で溶かすことによって美味しく
摂れる、おなか満足成分とＬ－カルニ
チンを配合した食事代替型のダイエッ
ト食品です。

●パーフェクトプラス
　ダイエットビスケット　黒ごま

●パーフェクトプラス
　デスクの朝食　はちみつトースト味

●パーフェクトプラス
　プロテインダイエット　15Ｐ

●イソジンうがい薬Ｐ
　今年で発売25周年を迎えたトップ
ブランドの「イソジン」に、女性や
子供でも使いやすい新フレーバーを
発売。後味さわやか「ほんのりフル
ーティー」。
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Meiji NEWS 明治乳業（株）との経営統合について

「明治ホールディングス株式会社」 がスタートしました！
2009年４月１日、明治製菓株式会社（以下「明治製菓」）と明治乳業株式会社（以下「明治乳業」）の経営統合に伴い、「明

治ホールディングス株式会社」を持株会社とする新生「明治グループ」がスタートいたしました。明治製菓と明治乳業
の両社は90年以上にわたり、お客さまに愛されてきた「明治ブランド」という共通の財産を持ち、高い研究開発力と技
術力、強いマーケティング力、さらには高度な品質保証体制のもと、事業を営んでまいりました。新生「明治グループ」
は、こうした両社の良いところ、強いところをさらに伸ばし、これまでにない新たな「おいしさ・楽しさ・健康・安心」
の世界を拡げ、お客さまの日々の生活充実に貢献することを目指してまいります。

● 商号 明治ホールディングス株式会社
（英文名：Meiji Holdings Co., Ltd.）

● 事業内容 菓子、牛乳、乳製品、薬品等の製造、販売等を
行う子会社等の経営管理およびそれに付帯また
は関連する事業

● 本社所在地 東京都中央区京橋二丁目４番16号
● 代表取締役社長 佐藤 尚忠
● 代表取締役副社長 浅野 茂太郎
● 設立 2009年４月１日
● 資本金 300億円
● グループ 

年間売上高
１兆1,254億74百万円

（明治製菓・明治乳業両社の2008年度連結売上
高の合計）

● グループ 
従業員数

14,127人
（明治製菓・明治乳業両社の2009年３月31日現
在の連結従業員数の合計）

売 上 高 1兆1,430億円
営 業 利 益 250億円
経 常 利 益 250億円
当期純利益 115億円

■ 会社概要

■ 平成22年3月期連結業績予想

2009年４月１日、日本経済新聞（朝刊）に企業広告として掲
載したものです。
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グループ理念 私たちの使命は、�「おいしさ・楽しさ」の世界を拡げ、�

「健康・安心」への期待に応えてゆくこと。

私たちの願いは、�「お客さまの気持ち」に寄り添い、�

日々の「生活充実」に貢献すること。

私たち明治グループは、「食と健康」のプロフェッショナルとして、

常に一歩先を行く価値を創り続けます。

明治ブランドマーク グループ理念を象徴する、私たちの明治ブランドマークです。
　ふくよかで柔らかな書体、親しみのある小文字を使用することによって、「食
と健康」の企業グループらしい明るさと、お客さま一人ひとりとのあたたかい
つながりを表現しました。
　「iji」の造形には、人びとが寄り添い支えあう姿を託しています。
　ブランドカラーはレッド。躍動感や生命のよろこびを感じさせる色であり、
人が生まれて最初に知る色でもあります。赤ちゃんからお年寄りまで、あらゆ
る世代の人びとのそばにあって、愛され続ける存在でありたいという思いを込
めました。
　この明治ブランドマークは、グループ理念を実践しようとする私たち自身の、
志のシンボルです。

経営姿勢：５つの基本
1.	「お客さま起点」の発想と行動に徹する。

2.	「高品質で、安全・安心な商品」を提供する。

3.	「新たな価値創造」に挑戦し続ける。

4.	「組織・個人の活力と能力」を高め、伸ばす。

5.	「透明・健全で、社会から信頼される企業」になる。

行動指針：meiji way
お客さまの、パートナーの、仲間たちの、�
「そばになくてはならない存在」であるために

1.　お客さまと向き合って、お客さまから学ぶ。
2.　先を見る勘を鍛え、先駆ける技を磨く。
3.　仕事をおもしろくする、おもしろい仕事を創る。
4.　課題から逃げない、やりぬく気概と勇気を持つ。
5.　チームの可能性を信じ、チームの力を活かす。
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トピックス

　新生明治ミルクココアの発売に併せ、自動販売機を始めとしたポッカの飲
料販売ルートにて「コクがおいしいミルクココア280g缶/195gカートカン」
を発売いたしましたが、当社のブランドや商品品質が高く評価されたことに
より自動販売機への導入が広がり、好調な販売を記録しました。この勢いを
継続するべく、春夏は「コクがおいしいアイスココア280g缶」を販売するほ
か、秋以降はさらに品質を高めた２年目のミルクココアを発売いたします。

　当社とポッカは、お互いの持つブラ
ンドを活用した商品をぞくぞくと発売
しています。菓子と飲料の新たなコラ
ボレーションは、お客様からも高い評
価をいただいており、今後も様々な形
で商品を開発、発売してまいります。

2 ミルクココア缶飲料が販売好調！

1 コラボ商品ぞくぞく発売！

プロジェクト報告

「ガルボチップス」が優秀ヒット賞を受賞！

　当社では、2008年1月に株式会社ポッカコーポレーション（以下「ポッカ」）
と包括的な資本・業務提携契約を締結し、両社の強みを活かした様々な取
組みを進めております。両社で設置したプロジェクトチームでは、開発、
営業、調達、生産、物流など幅広い分野で検討を進めておりますが、その
中からいくつかの取組みをご紹介します。

　不思議食感がコンセプトの「ガルボ」ブランドに、ザクザクした歯ごたえの新感覚チョコスナッ
ク「ガルボチップス」を発売しました。
　チョコレートが65％入っているので、噛むたびにチョコレートが「じゅわっ」と染み出てくるよ
うな濃厚な味わい。さらに手が汚れにくく一口サイズでポイポイ食べたくなる味で、ヤング層だけ
でなくファミリーや男性層にまで幅広いお客さまの支持を受け、昨秋の大ヒット商品になりました。

　TVCMも発売に合わせ、初登場から12年ぶりに広末涼子さんを起用し、商品特徴をしっかりお客さまに伝えられたこともヒットに
繋がりました。
　新製品の市場定着が難しいなか、「ガルボチップス」は現在もチョコスナックの人気商品とお客さまに支持されており、昨年の「北
海道チョコポテト」に続き、日本食糧新聞社が主催する『食品ヒット大賞』で「優秀ヒット賞」を受賞いたしました。

資本業務提携
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役　　員
（平成21年6月24日現在）

従 業 員
（平成21年3月31日現在）

従業員数（前期比） 平　均　年　齢 平均勤続年数

3,803名（37名減） 40.2歳 16.9年

	（注）	 従業員数には当社から他社への出向者が含まれており、
臨時従業員は含まれておりません。

●取締役および監査役

※ 代 表 取 締 役
社 長 佐 藤 尚 忠

※ 代 表 取 締 役
副 社 長 髙 橋 昭 男

※ 取 締 役
専務執行役員 松 尾 正 彦

※ 取 締 役
専務執行役員 塚 西 治 信

※ 取 締 役
常務執行役員 溝 口 祥 彦

※ 取 締 役
常務執行役員 髙 橋 秀 樹

※ 取 締 役
常務執行役員 佐 藤 豊 美
取 締 役 工 藤 　 正
常 任 監 査 役
（常　　　　勤） 福 井 利 一
監 査 役
（常　　　　勤） 森　島　知夏男
監 査 役 山 口 健 一
監 査 役 星 野 修 邦

（注） 上記※印の取締役は執行役員を兼任しております。

●執行役員
常務執行役員 小 村 定 昭
常務執行役員 内 田 　 仁
常務執行役員 荒 森 幾 雄
常務執行役員 浅 田 隆 造
執 行 役 員 横 路 文 雄
執 行 役 員 中　村　諭紀雄
執 行 役 員 河 野 良 治
執 行 役 員 中 通 愼 二
執 行 役 員 小 松 春 雄
執 行 役 員 下 田 容 央
執 行 役 員 木 下 統 晴
執 行 役 員 上 坂 明 男
執 行 役 員 古 川 文 保
執 行 役 員 大 谷 純 一
執 行 役 員 神 戸 昭 二
執 行 役 員 村 井 　 安
執 行 役 員 左 座 理 郎
執 行 役 員 黒 川 　 知
執 行 役 員 岸 田 一 男
執 行 役 員 田 子 博 士
執 行 役 員 富 樫 浩 之

（平成21年3月31日現在）

主要な事業所

東京都中央区京橋二丁目4番16号本　社

営業所

工　場

研究所

海　外
事務所

フード&ヘルスケア／北海道統括支店（札幌）、東北統括支店 
（仙台）、首都圏統括支店（東京）、北関東
統括支店（宇都宮）、中部統括支店（名古
屋）、関西統括支店（大阪）、中四国統括
支店（広島）、九州統括支店（福岡）、健
康事業北海道支店（札幌）、健康事業東北
支店（仙台）、健康事業首都圏支店（東京）、
健康事業北関東支店（宇都宮）、健康事業
中部支店（名古屋）、健康事業関西支店 

（大阪）、健康事業中四国支店（広島）、健
康事業九州支店（福岡）

薬　　品／薬品札幌支店、薬品仙台支店、薬品東京
支店、薬品横浜支店、薬品関東支店（さ
いたま）、薬品名古屋支店、薬品京都支店、
薬品大阪支店、薬品中国支店（広島）、薬
品四国支店（高松）、薬品福岡支店、農薬
札幌支店ほか5農薬支店、動薬北日本支店

（仙台）ほか3動薬支店

本　社

営業所

工　場

研究所

海　外
事務所 フード&ヘルスケア／関東工場（坂戸）、東海工場（藤枝）、大阪

工場（高槻）
薬　　品／北上工場、小田原工場、岐阜工場（北方）

本　社

営業所

工　場

研究所

海　外
事務所

フード&ヘルスケア／食料健康総合研究所（坂戸）
薬　　品／バイオサイエンス研究所（小田原）、医薬

総合研究所（横浜）、生物産業研究所（横浜）

本　社

営業所

工　場

研究所

海　外
事務所

北京事務所、マドリッド事務所

本　社

営業所

工　場

研究所

海　外
事務所

（注）	（　）内は、当該事業所が所在する都・市・町名を示しております。
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株式の状況

●発行可能株式総数 	 	 796,104,000株

●発行済株式の総数	 	 379,072,000株

●株　主　数	 73,645名（前期末に比し1,452名増）

●大　株　主 （上位10名）

株　　主　　名 持株数（出資比率）

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行
千株 ％

18,763 （4.95）

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 16,163 （4.26）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４G） 15,165 （4.00）

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 14,707 （3.88）

明 治 乳 業 株 式 会 社 10,811 （2.85）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 10,387 （2.74）

富 国 生 命 保 険 相 互 会 社 10,001 （2.64）

株式会社三菱東京U F J銀行 6,804 （1.80）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 6,798 （1.79）

東京海上日動火災保険株式会社 6,512 （1.72）

（平成21年3月31日現在）

180名
241,198,820株

（63.63％）

100,000株以上

10,716名
1,570,758株
（0.41％）

1,000株未満

56,565名
80,660,733株
（21.28％）

1,000株以上

4,518名
26,099,413株

（6.89％）

5,000株以上

1,666名
29,542,276株

（7.79％）

10,000株以上

■所有者別

■持株数別

■株価等の推移

72,608名
139,704,584株

（36.85％）

個人･その他

38名
9,317,477株
（2.46％）

金融商品取引業者

681名
53,450,828株
（14.10％）

その他の法人

240名
27,202,141株

（7.18％）

外国人

78名
149,396,970株

（39.41％）

金融機関

'07/4 '07/10 '08/4
0

60,000

80,000

株価

売買高

40,000
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700
800
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（円）

'08/10 '09/3
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株主メモ

〒104−8002
東京都中央区京橋二丁目４番16号
電話（03）3272−6511（代表）

〒104−0031
東京都中央区京橋二丁目４番16号
電話（03）3273−4001（代表）
ホームページ（http://www.meiji.com/)

〈お問合せ先〉

〈株式に関するお問合せ先〉

■株主様へのご優待
　平成21年３月31日現在、明治製菓株式会社の株式1,000株以上ご所有の株主様には、
従来の株主優待に代えて、以下の基準で明治製菓株式会社および明治乳業株式会社の
製品の詰合せを、平成21年10月末頃に贈呈いたします。また、株主様のご意志により、
優待品を株主様へのご送付に代えて福祉団体へご寄贈いただくこともできることとし
ております。
●1,000株以上：2,000円相当	 〈株主優待全般に関するお問合せ先〉
●3,000株以上：3,500円相当	 0120-782-558
●5,000株以上：5,000円相当	 受付時間：平日9：00～17：00

	
受付期間：平成21年６月29日（月）～12月25日（金）

（ご注意）
1.	 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種
お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座
を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主
名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いで
きませんのでご注意ください。

2.	 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきま
しては、三菱UFJ信託銀行株式会社が口座管理機関となって
おりますので、上記の連絡先にお問い合わせください。な
お、三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店にてもお取り次
ぎいたします。

3.	 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社 
本支店でお支払いいたします。

事 業 年 度 4 月 1 日から翌年 3月31日まで

基 準 日 期末配当　 3 月31日
中間配当　 9 月30日
（明治ホールディングス株式会社の平成
22年 3 月期は期末配当のみ）
※別途定める場合は、予め公告します。

定 時 株 主 総 会 6 月下旬
（明治ホールディングス株式会社の第 1
回定時株主総会は、平成22年 6 月下旬
開催予定）

単 元 株 式 数 100株

上場証券取引所 東京証券取引所

公 告 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL　http://www.meiji.com/
　�ただし、事故その他やむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載する方法により
行います。
なお、会社法第440条第４項の規定によ
り、決算公告は行いません。

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
電話　0120-232-711（フリーダイヤル）
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